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研究成果の概要（和文）：第4世代携帯端末など，移動体通信市場でのモバイル利用の拡大に伴うユビキタスネットワ
ーク情報社会を構築するため、SDR（Software defined radio:ソフトウエア無線）技術を活用したコグニティブ無線の
実現が期待されていた。地上デジタルテレビ放送でホワイトスペースと呼ばれる未使用の周波数帯が存在し、これらの
活用などで新たな電波の有効利用の促進していた。

研究成果の概要（英文）：As evident from the recent and rapid growth of 4G smart phones, I-phones, 
wireless LAN, RFID tags, ETC systems and so on, there are ever increasing demands of high performance, 
small size, and high speed microwave devices, circuits, components to realize more seamless Ubiquitous 
society. Software defined radio utilizing Cognitive radio technology is a means for realization. The 
whitespace frequency band available after the end of analog TV broadcasting technology has been the 
target of this research and a high efficiency tunable CMOS power amplifier was proposed in this research.

研究分野：高周波ミリ波集積回路
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１．研究開始当初の背景 
第4世代携帯端末など，移動体通信市場で
のモバイル利用の拡大に伴うユビキタスネ
ットワーク情報社会を構築するため、SDR（S
oftware defined radio:ソフトウエア無線）
技術を活用したコグニティブ無線の実現が
期待されていた。地上デジタルテレビ放送で
ホワイトスペースと呼ばれる未使用の周波
数帯が存在し、これらの活用などで新たな電
波の有効利用の促進していた。 
２．研究の目的 
ユビキタスネットワーク情報社会の実現の
ために世界的に注目されているホワイトス
ペースや超広帯域無線技術に繋がる最先端
ＬＳＩ回路の設計技術及びその実現プロセ
スは不可欠であった。そのため、本研究では、
まず超広帯域 PA を設計し、それを可変する
手法によって、CMOS + MEMS(Micro-Electro 
Mechanical Systems)融合技術によりホワイ
トスペース対応可変パワーアンプ(PA: Power 
Amplifier)の設計技術の確率を提案してい
た。 
３．研究の方法 
本研究では、まずフラット特性を有する超
広帯域 CMOS PA を設計する。CMOS PA 回路の
出力端末から見たインピーダンスの虚部を
キャンセルすることにより可変特性を実現
する。虚部をキャンセルした後、帰還抵抗
(R4)により、各バンドにおいて、50Ωの出力
インピーダンスを実現するという設計技術
を提案していた。また、CMOS プロセスでは、
素子の Q-値(Quality factor)が低いため、本
研究では、MEMS 技術により高 Q値のインダク
タの実現するプロセス技術及びそれを CMOS
ウエハーへの集積プロセス技術を提案して
いた。 
 
４．研究成果 
本研究では、提案のとおりホワイトスペース
対応チューナブルパワーアンプの設計技術
を確立した。MEMS 技術を利用した Lを試作プ
ロセス技術とそれを CMOS ウエア―への集積
するプロセス技術も提案し今後の実用化た
めに解決しないといけない問題点を明にし
た。 
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